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アン ボン 島 (インドネシア) で 採集 し た ダ タテハチョウ 
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Notes on the Nymphalidae from Ambon Island, Indonesia 
(Lepidoptera : Nymphalidae) 


SHINICHIRO KATO 


ァ アァ ン ボ ン 鳥 の シロ ョ チョッ, アゲ ハチ ョ ウッ に つい て は , 同島 の 地形 的 環境 , 地勢 , 気候 と その 特色 , な ら び に それ ら 
の 環境 下 に お ける チョ ッ の 季節 変異 に 関す る 考察 を 加え て 報告 し て きた が (加藤 , 1974, 1976, 1977), 続い て タテ ハ 
チョ ッ に つい て 報告 する . 報告 に 先だって , 日 ご ろ 懇 切な ご 指導 に 預 っ て いる 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 の 日 浦 勇 氏 に , 
今回 も 再三 に わた っ て 校 関 の 労 を と っ て 頂い た . また 同定 に つい て 緒方 政 次 紅 に ご 協力 願っ た . ここ に 重ね て 深謝 申 


し よ 上 げ る 、 








アン ボン 島 の タテ ハチ ョ ウ 


アン ボン 島 に は , お お よそ 23 属 35 種 に お よぶ タテ ハチ ョ ッ が 生息 する と 推定 され る が , その 中 , 12 属 19 種 (Table 
D を 採集 する こと が で きだ た だ. 採 品 に は 同島 で は 未 記録 と 思わ れる Precis erigone と Precis atlites を 合 む . ま 































































































Table1. 季節 別 採集 種 と 性 別 頭数 
| | | Dec. 26. 1972- Aug. 4-10. : 
eats ES) ge ee | Jan. 21973 | 1974 採集 頭数 
. 2. 頭数 計 
に 9 ee oe 9 
Cupha 2 crameri 3 2 1 6 
(タイ ワン キマ ダラ 属 ) lampetia 2 2 
(+ Riga 1 egista 3 1 4 
Vindula 1 arsinoe 1 1 
Cethosia 9 biblis 1 4 1 6 
(VEF a YE) chrysippe 2 1 3 
| hedonia 5 4 10 2 21 
Precis 4 orithya 3 3 6 
(タテ ハモ ドキ 属 ) erigone 1 1 
atlites 1 1 
Coos 1 | hippoclus 1 1 
ea ap 1 | sabina 1 2 3 
. | antilope 2 1 7 10 i 
PO na E Dolina 12 5 4 1 22 
CUa プア pandarus 2 1 ; 3 
Pantoporia 1 venilia 2 1 10 8 21 
Phaedyma 1 amphion 2 2 5 2 11 
( ト oe. 属 ) 1 | sylvia 1 1 
(7 Pade 属 ) 1 pyrrhus 1 1 
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た 採 品 た 基 い て , 同島 産 リ メ ウ キュ ウム ラサ キ の 先住 亜 種 /2s7Zzgssg L BEM bolina の 併存 状態 に つい て の 考 
祭 を 行っ た . 





Nymphalidae 


1. Cupha crameri crameri Felder (Fig. 1) 


FRESE ORE LE RMKOMEC, 発生 頭数 は あま り 多 く な い . 次 の 2 種 も 同じ で ある. 8 oR 
ー30mm, $2 は 28—30mm. 


2. Cupha lampetia lampetia Linnaeus (Fig. 2) 

南 モ シッ カ の 特産 種 . 採 品 は 乾季 の 2 OS OAT, AGE 32-34mm. 前 種 の ? ゃ と 紛らわしい が , 後半 表地 色 は 
より 暗色 が 強く 広がり 有 眼 状 紋 が 大 きい . 

3. Vagrans egista egista Cramer オナ ガタ テハ (Fig. 3) 

$ OBA 30-32mm, は 35mm, 

4. Vindula arsinoe arsinoe Cramer (Fig. 4) 

採集 場所 は アン ポン 南部 低 山 地 の 林 道 沿い で , 乾季 の 1 8 の み で ある . MME48mm. 

5. Cesothia biblis amboinensis Felder (Figs. 5-8) 

採集 場所 は アン ボン 南部 低 山 地 の 疎 林 の 林間 で , 比較 的 緩やか に 飛ぶ . 次 種 も 同じ で ある . SUARE L と も や 
や 補色 し て , ゞ と の 中 間 的 色合い を も ぁ つ 個体 が 混じる . この 傾向 は C. hepsea palawana (こも 見 られ る . HEDH 
上 品 は 1 の み だ が , 雨季 の それ に くら べ 下 表地 色 が 淡色 に な り , 亜 外縁 の 黒色 部 分 は 幅 狭く ), クサ ビ 形 白色 紋 の 切れ 
込み は 鈍く て 浅く , か つ , より 白く 鮮明 に な る . 前 玩 長 は 42mm で 右 後 殖 が 短小 化し た 異常 型 で ある (Fig. 7). W 
季 の は 前 燃 長 47mm と 大 きい . 8 は 38-43mm. 

6. Cesothia chrysippe cydippe Linnaeus アカ ハレ ギ チ ョ ウッ (Figs. 9-12) 

南 モ シッ カ の 代表 的 チョ ッ の 一 つ で , 普通 種 と いわ れる が , 発生 頭数 は 少な いと 思わ れる . 乾季 の 採 品 の み で あ 
る . 

8 る に は 2 型 あ り , 鮮 赤色 型 は 外縁 部 が 黒色 で , 前 麹 中 室外 方 の 斜 白 帯 は 大 きく , 亜 外縁 に な らぶ クサ ビ 形 白 紋 は 小 
きさく て 切れ 込み は 浅い . 後 閉 後続 の 幅広 い 黒色 地 色 部 は 深い 紫 幻 色 を 現す . 前 次 長 は 42mm (Fig. 9). FREH 
は 外縁 部 は 茶色 が か っ た 黒色 で , 斜 白 帯 は 小さ く , クサ ビ 形 白 紋 は 大 きく て 切れ 込み は 深い . 紫 幻 色 は な い . BE 
は 47mm と 大 きく て 一 見 と 見 誤る (Fig. 11). * は 赤褐色 , 外縁 部 は 褐色 で , 境目 は 不鮮明 で ある . MARL D 
サビ 形 白 紋 は 大 きく , RNB. 前 契 長 は 51mm, 大 型 で ある (Fig. 12), 

fi chrysippe は biblis に 次 ぐ 亜 種 を も ち , ニュ ー ギ ニア を 中 心 に , 北 は モロ タイ 島 , 南 は ヨー ク 岬 半島 (オー ス 
トラ リア ), 東 は ウッ ドラ ー ク 島 ま で が 分 布 節 囲 で 。 ソロ モン 群島 に は 及ば な い . 南 モ シッ カ は 西 限 と な る . この 中 
$ に 2 型 あ る の は 亜 種 cy22 の pe OA, Fruhstorfer (1912) は 赤 茶 色 型 を 雨季 型 , 鮮 赤 色 型 を 乾季 型 と 推定 し て 
いる . 季節 を 変え , 個体 を 揃 を えて か ら 検 討 す れ ば さら に 明確 に な る と 思う が , 同島 に お ける 季節 の 変化 の 程度 で , サ 
イズ ・ 斑 紋 ・ 地 色 に わた っ て , し か も る のみ に こ れ 程 強 い 変 異 が 発現 する と は 考え られ な い . FRENDS d? lE 
様 に 同島 産 の /oeg と 撰 態 関係 を も つ ! DANERA biblis や hyspea に 見 られ る よう に , 正常 な る の 外 に 
? に 近似 する 発現 形態 を も つ ; な ど に 起因 する の で は な か ろう か . 

7. Precis hedonia hedonia Linnaeus イワ サキ タテ ハモ ドキ (Figs. 13, 14) 

平地 か ら 佐山 地 に か け て 広く 分 布 し , ABE Precis の 中 で も 最 普 通 種 で , 発生 頭数 は 雨季 の 方 が 多い と 思わ れる . 
雨季 の 採 品 は 68 } SICMRAOWAILE BEC, MARUI, 裏面 亜 外縁 沿 いと 基部 か ら 有 眼 状 紋 列 の 間 に , 
それ ぞ れ 現れ る 数 個 の 灰 青 色 条 は 幻 色 を 帯び る . 乾季 の ⑧ は サイ ズ ・ 地 色 ・ 斑 紋 と も に 雨季 と 変り な い が , は や や 
大 きく て 淡色 と な り , 幻 色 は 見 られ な い . 乾季 に 採集 し た ? は すべ て 雨季 の 生き 残り と も 思え る 傷ん だ 個体 で ある 
が , 一 概 に 和 飛び 古 し た た め と は 言い 切れ ぬ 差 異 が 見 られ る (Fig. 14), 眼 状 紋 に は 季節 に よる 変化 は 認め られ な い . 
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採 品 は 21 頭 で 少な く は な い が , さら に 違っ た 季節 を 選ん で , 充分 な 頭数 を 揃え て 検討 する 要 が ある . AES ? と 
も に . 35-37mm, 


8. 


Precis orithya orthosia Godart アオ タテ ハモ ドキ (Figs. 15, 16) 








島 北部 の 東海 岸 に 近く , 隆起 サン ゴ 礁 の 露 出し た 荒れ 地 で , 乾季 に 採集 し た . 辺り の 気配 に きわ め て 敏感 で , 地面 
か ら 飛 び 立 つが 移動 節 囲 は 狭い . 8 に は 後 殖 表 が 濃 青 藍 色 を 帯び る も の と 濃 紫 色 と の 2 型 が 見 られ る . ? CoRR 
眼 状 紋 の くず れ 方 が 目立つ . BAERS ゃ と も る に 25-27mm. 















































Figs. 1, 2. Cupha spp., (1) C. crameri crameri Felder, 8; (2) C. lampetia lampetia 
Linnaeus, 6. 

Fig. 3. Vagrans egista egista Cramer, 6. 

Fig. 4. Vindula arsinoe arsinoe Cramer, &. 

Figs. 0-12. Cesothia spp., (6, 10) underside: (5, 6) C. biblis amboinensis Felder, 3; 
(7) ditto 6, dry season form; (8) ditto 2; (9, 10) C. chrysippe cydippe Linnaeus, 
$, red form; (11) ditto 3, brown form; (12) ditto 9. 
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9. Precis erigone ssp. ミナ ミ ジ ャ ノ メ タ テハ モドキ ( 新 称 ) (Figs. 17, 18) 
鳥 北部 東海 岸 沿 い の 疎 林 の 林 縁 で , 乾季 に 採集 し た 1 8$ の み で ある . 
Fruhstorfer (1912-1915) に よれ ば , 種 erzgoze BRY? y Y REWEL, スラ ウェ シ ジ , スンダ, チモール, 
A L, 多く の 亜 種 に 分 け て いる . さら に , 37yr YOR 











ァ ル 諸島 か ら ニ ュー ギニア と その 周辺 の 島々 を 分 有 
gardineri Frustorfer は ブル , サバ ル ア の 採 品 に 近似 する と し , また Röber が セラ ム , Semper が 南東 ミン ダ 
ナオ ォ を それ ぞ れ 原産 地 と し て 挙げ て いる 点 に も 言及 し て いる . アン ポン か ら は 正式 の 記録 を 見 出す こと が で き な か っ 
た が , これ ら の こと か ら 当 時 より 同島 に ぁ 生 息 し て いた の で は な いか と 推測 され る . 

EAE 30mm と 小型 で , Fruhstorfer の gardineri (に こつ い の て 解説 「 きわ め て 大 型 で , BROS 














Figs. 13-20.. Precis spp., (18, 20) underside; (13) P.hedonia hedonia Linnaeus, &; (14) ditto 
9; (15) P. orithya orthosia Godart, 6; (16) ditto 9; (17, 18) P. erigone ssp. 6: (19, 20) 


P. atlites Linnaeus, ®. 
Symbrenthia hippoclus hippoclus Cramer, (22) underside; 6. 


Figs. 21, 22. 
Figs. 23, 24. Yoma sabina sabina Cramer, (23) 6, (24) 9. 
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は 著しく 暗色 を 帯び , FIONA RR Dok No Ft, RAILS, は っ きり し た 赤色 眼 状 紋 を も つと 」 は 大 
き さ を 除い て 類似 点 が 多い . また 筆者 は スラ ッ ェ シ , ブル , サパ ル ア の 採 品 を 検 し て いな いし , 本 種 の 移住 性 に つい 
て る 全く 不明 で ある . し か し 地理 的 環境 か ら 見 て も アン ボン 産 は gardineri と は 異な る 固有 の 亜 種 と 見 な すこ と の 
で きる 形質 を 備え て いる 可能 性 が 強い . 

10. Precis atlites Linnaeus ウス ムラ サキ タテ ハモ ドキ (Figs. 19, 20) 

島 北 部 東南 海岸 沿い の 疎 林 の 林 縁 で , 乾季 に 採集 し た 1 POA CHA. 

Fruhstorfer (1912-1915) に よれ ば , 種 atlites は イン ド , ニコ ュ バル, メル グイ 諸島 , 南 中 国 , 海南 島 , イン ド 
シナ 半島 , 島 葵 部 に 入っ て ジャ 9, カン ゲ ア ン 諸 島 , スラ ッ ウェ シ , ロン ボッ ク を 分 布 圏 と し , Corbet (1956) the 
イロ ン か ら 南 中 国 , 南 は マレ ー 半 島 を 経て スラ ッ ェ シ , 小 スン ダ 列 島 に 及ぶ と し , いずれ も 大 陸 部 と スン ダ 列 島 と の 
聞 の スマ トラ , ボル ネオ を 空白 地帯 と し , 台湾 , フィ リピ ン を 除き , オー スト ラリ ア 区 に は 至っ て いな いと し て いる . 
も っ と も Fruhstorfer (1912-1915) は スラ ゥ ェ シ の 亜 種 gcerg に つい て , 北 モ ルッ カ ヵ の Batjan の 採 品 に 近似 
TALL, また フィ リピ ン 産 が acera に 近似 する と する Semper の 言 を 引用 し て いる こと か ら , フィ リピ ン , db 
モル シッ カ に は 当時 か ら 生 息 し て いた こと が 考え た られる. ボル ネオ で は 1964 年 に サラ ッ ク で 採集 され た 記録 が あり 
(Hayashi, 1968), さら に 筆者 は 西田 八 洲 男 氏 が 1973 年 に 南 カ リマ ンタ ン の Satui で 採集 し た 1 * を 所 有 し て いる . 
また 森下 (1970) は マレ ー 諸 島 地域 に 普通 こし て いる . な お 土 羊 種 で は な いと 思わ れる が , 1976 年 に 石垣 島 で 発生 し 
採集 され た 記録 が ある (小林 , 1977. アン ボン 島 か ら の 正式 の 記録 は 見 出す こと は で き な か っ た が . 今回 の 採集 か 
DEDI L, ブル な ど で の 生息 も 当然 考え を られる. 




































































Fig. 42. Distribution map of Precis atlites Linnaeus. 
Unbroken line : range settled by the author according to Fruhstorfer and Corbet & Pendlebury. 
Broken line : expanded range presumed at present, including temporary habitats, 
Black dot: localities newly confirmed, 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


82 ilig TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 29, No. 2 1978 




































































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1978 ite ge TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 29, No. 2 83 
a a a a 

これ ら の こと か ら 種 atlites は 比較 的 強い 移住 性 を も っ て お り , その 分 布 範囲 を 広げ つつ ある と 想定 する こと が で 
きる (Fig. 42). 

採 品 は ルマン , バラ ソン , ジャ ツ 産 に 比べ て 灰色 の 地 人 色 は 暗色 が 強く , 淡 紫 色 を も た な い . 南 カ リマ ンタ ン 産 は 最 
も これ に 似る . また 前 麹 の 和裕 色 パッ チ の 入っ た 眼 状 紋 は 大 きく 鮮明 で , その 内 方 に ある 上 白 条 紋 は 消失 する . ABEL 
SSmm. この よう に アン ボン 産 に は 他 地 域 産 と は 異な る いく つか の 特色 が 認め られ る が , 種 atlites (LTE + Hee + 
斑紋 な ど が 安定 し て 変化 に 乏しく , か つ 移 住人 性 を も つこ と か ら , 固有 の 亜 種 と し て 取り 扱う 5 こと は 保留 する 、 

11. Symbrenthia hippoclus hippoclus Cramer キミ スジ (Figs. 21, 22) 

アン ボン 南部 の 低 山 地 の 狭 い 山道 で , 乾季 に 採集 し た 1 $ の み で ある . ニュ ー ギ ニア 系 の 種 hippoclus の 原 名 亜 
種 だ が , 同島 で は きわ め て 稀少 と な る . マレ ー 系 の 種 javanus に 比べ て , HERIR LAS, 麹 形 は 狭 長 で 小型 
将 表 の 捧 色 秋 斑 は 幅広 く , 後 殖 外 縁 に 沿 細い 樽 色 条 は 強く 現れ る . 前 燃 長 は 20mm, 

12. Yoma sabina sabina Cramer キオ ビュ ノ ハ 、 (Figs. 23, 24) 

REAL EAR OMY vy THORMT SERBS, まばら に 生え た 低木 の まわ り を 迅速 に 飛ぶ が . 辺り の 気 
配 に 敏感 で .。 すぐ 茂み に 潜り 込み 出 て こない . 乾季 の 採 品 の み だ が , は 破損 が ひど く 雨 季 の 生き 残り と 思う . 8 の 
前 贅 長 は 38mm, は 約 44mm. 











13. Hypotimnas bolina Linnaeus リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ (Figs. 25A-J, 26A-J) 

平地 か ら 佐 山地 た かけ て の 村落 周辺 や 貴 林 の 林 縁 に, 全島 に わた っ て 広く 分 布 し , ABE Hypolimnas の 中 で 最 
も 普通 に 見 られ る . 特に 季節 変異 は 見 られ な い . EEM lisianassa LPEE bolina と が 併存 する . 

まず \ に つい て 述べ る . 

13 A. lisianassa Cramer 1782 9f. erip%ile Cramer (バン ドラ 型 ) は H. pandarus pandarus D 2 (Fig. 
29) に 近似 する . 同島 産 Eup'cea か ら 両 種 と 擬態 関係 ある モデ ル は 見 出し に ぐい . 強い て 挙げ れ ば 4znosig 
chrysippus (筆者 は 採集 , 目撃 し て いな い ) と Salatura philene philene が それ に 該当 する . 採 品 は 前 贅 長 58mm 
犬 型 で , 島 北部 中 央 の 開け た 低 山 地 の 村落 の は ずれ を 上 単独 飛翔 中 の も の で ある (Figs. 25A, 26A). 

13 B. lisianassa Cramer 1782 Q f. manilia Cramer (マダ ラ 型 )、 これ る 前 殖 長 約 55mm と 大 型 だ が , Hh 
BIRRE 前 正 端 お よび 後 万 裏面 の 余白 帯 は 痕跡 を と ど め る 程度 に まで 消滅 し , 幻 色 を 欠く 同島 産 Euploea CR 
RESTS (@z77 o2e の 項 参照 ). 採集 場所 は 島 北 部 東海 岸 寄り の 低 山 地 で ある が , Euploea と の 混 飛 状態 に つい て は 
確か め ら れ な か っ た (Figs. 25B, 26B). 

13 C. bolina Linnaeus, 1758 (ジャ ッ 型 ). 前 玩 後 縁 部 に 赤 培 色 斑 を も つ . ARREDARE n 2 型 に 分 け 
られ , 茶 弓 色 型 は 後 契 裏面 に 現れ る 斜 白 帯 は 幅広 く , ATE, 40mm と 小型 (Figs. 25C, 26C). 黒褐色 型 は 
RS 後 殖 白斑 を 縁 どる 青色 と 茶褐色 帯状 環 は ,. 同島 産 で は 両 

に 不 規 則 に 現れ る . 
Too 6 
5% IÆ, lisianassa Cramer 1782 f. alcithie Cramer. 閉 形 は 全体 に 丸み を も ち , 青色 環 た に 囲ま れる 後 麹 白 


as inte い . ERRORS SHILA CILMI <, 後 燃 で は ほぼ 消 波 す る . 前 麹 長 は 45mm と 大 型 で , ae 
こ lisianassa と 同定 で きる (Figs. 25E, 26E), 
第 上 型 . これ も 前 麺 長 44-46mm と 大 型 で , 前 贅 外 縁 が 内 方 に わん 曲 す る の が 目立つ が , MEHE ERGS 
第 WW 型 と 変ら な い (Figs. 25F, 26 F). HANAR ORELLA (Figs. 25G, 26G), 
BIA RRR 40-42mm と 中 間 的 な サイ ズ だ が , Bi TS RCRA EDAT - (Figs. 25H, 
26 H). 
WV #!, bolina Linnaeus 1758 f. auge Cramer. BIE? 36-38mm と 小型 で 。 DOPE, 地 色 , 斑紋 な どか 






































Figs. 25A-J, 26A-J. ae Sok 
Hypolimnas bolina ssp. (25,A-J) upperside, (26, A-J) underside: (A) lisianassa Cramer © f. 
eriphile Cramer; (B) ditto @ f. manilia Cramer; (C) bolina Linnaeus, 2, brown form; 
(D) ditto 9, black form; (E) lisianassa Cramer, 8 f. alcithée Cramer; (F. G) 6, large 
size; (H) 8, middle size, (J) bolina Linnaeus, 3. 
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ら 一 見 し て bolina と 見 な すこ と が で きる (Figs. 25J, 26 了 . 

な お , Fruhstorfer (1912-1915) は 上 記 以 外 に も さら に いく つか の 型 名 を 8 ? に 付け て いる が , 第 1 型 と SID 
て 相当 する 型 名 は 確か め ら れ な か っ た . 

滞在 中 の 観察 結果 ぉ 加え て , ABE boina の 特徴 を 列記 ナ る と , 1) 8 \ と る 削 移 裏 面 中 室内 は 赤 偏 色 を 帯び る 
2) 8 DARKRED ANINE THATS :3) 8 の 後 超 表 白 紋 は 比較 的 小さ い : 以上 の 基本 的 共通 点 の 外 , ROR 
点 が 認め られ る . 4) $ の 発生 頭数 が 多く , EE bolina に 顕著 に 見 られ る 5) BRR lisianassa は 発生 頭数 が 少な 
Q, 生息 場所 は 低 山 地 の 傾向 が 見 られ る : ; 6) EA boina の 発生 頭数 は 多く 優勢 で , 平地 か ら 低 山地 に か け て 生 候 
範囲 は 広い ; T) bolina ? に お ける 茶 信 色 型 と 黒 福 色 型 の 2 型 に は 安定 し た 差異 が 認め られ , 中 間 型 は な いと 見 て よ 
く , か つ 季 節 変異 に 起因 する と も 思わ れ な い : 8) lisitanassa や の 2 型 (f. eriphile と Ff. manilia) は 両極 を 示 
す ゃ も の で , 中 間 型 が あっ て 変異 は 連続 し て いる と 思わ れる ; 9) lisianassa と bolina と の 間 に 亜 種 間 交雑 は 行わ れ 
て いな いと 思わ れる . な お $③ に 見 られ る 多 型 化 の 原因 と と の 関連 に は 不明 の 点 が 多く , また lisianassa と bolina 
の 住み 分 け に つい て $ 今 一 の 定か に 確認 で き な か っ た . 

ここ で 両 亜 種 の 侵入 時 期 と その 後 の 定着 過程 に 関連 を ふつ 同島 の 地形 , 地質 , SUR, 植生 な どの 概要 を 述べ る . 

1) 南 モ シッ カ の 島々 が 形成 され た の は 白亜 紀 か ら 第 三 紀 に か け て で , 続く 第 四 紀 約 200 万 年 の 大 部 分 を 占め る 洪 
積 世に 隆起 , 沈降 を くり 返し た 後 , 今日 に 至っ た も の と 推定 で きる . HM lisianassa の 侵入 時 期 は 定か で は な い 
が , この よ 5 な 地質 時 代 で あっ た こと は 想像 に 難く な い : D これ に 対し て 亜 種 9077zg は Fruhstorfer (1912) 
が 既に 詳 述 し て いる と ころ か ら 見 て も , 19 世 紀 に は 既に 侵入 し て いた と 思わ れる が , それ る も 僅か 200 年 ぐら い 前 の こ 
と で ある 3) 同島 は 761km? し か な い 小 島 で は ある が , 吉 帯 雨林 気候 帯 に ある 火山 島 で 地味 は 比較 的 肥 浜 で 植物 の 
生育 に は 適し て いる O 焼畑 や 小村 落 の 形成 な ど に よる 人 為 的 植生 の 破壊 な いし 開発 は , 周辺 の 島々 に 比べ て より 
古く か ら 進 ん で いた と 考え られ る : 5) 同島 は 周辺 の 島々 , セラ ム , サバ ロア と と も に, そこ か ら 東 に ニュ ー ギ ニア , 
南 太平 洋 に 広く 拡散 する 南 モ シッ カ 系 諸 亜 種 の 基 産 地 で ある と 推定 で きる . 

これ ら を まとめ て 見 る と , E lisianassa L EH bolina と は 島 喚 型 の 同じ 祖 型 種 を も つが , lisianassa の 侵入 
時 期 は は る か に 古く , か つ 同 島 の 生 皿 環境 と あい まっ て , 種 内 分 化 は か な り 進 ん で お り , bolina の 勢力 が 拡大 する 
に つれ て 劣勢 に 追い 込ま れ な が ら ゃ も , 亜 種 間 交 雑 を する こと な く , 固有 の 亜 種 と し て 存続 し て きた と いえ ぇ えよ 25. 
lisianassa に 起こ る べき 今後 の 変化 を 予想 する と , 1) さら に 種 へ の 分 化 に 進む ; 2) 生息 環境 が 変化 し て 絶滅 する 
> 3) 交雑 し て bolina に 頭 合 す る : この いずれ か の 場合 で ある が , 現時 点 で は まだ その いずれ に ゃ 属さ ぬ 比 較 的 安 
定 し た 併存 状態 に ある と 見 な すこ と が で きる . も っ と る も, ゞ に 比べ て $ の 多 型 現象 に 関す る 検討 は 今 ま で ほとん ど な 
きれ て お ら ず , 筆者 の 検討 ふま た 不 充 分 で ある . また 同一 種 内 の 2 亜 種 の 併存 は , 同一 地域 に お いて は 本 来 考 えら れ 
な い . し か し , 今 ま で 述べ て きた よう な 状態 が ce て いる 間 は , Fv RY BOR bolina に つい て は , WEEE lisi- 
anassa l BERT bolina が 分 布 す る こと を 認め て , 今後 の 変化 を 見 守る の が 当 を 得 て い る よ うに 思 2. 

14. Hypolimnas pandarus pandarus Linnaeus パン ドラ ムラ サキ (Figs. 27-29) 

採集 場所 は 前 種 と 同じ だ が , より 緩やか に 主 と し て 樹 上 を 飛ぶ . 雨季 に ゃ 目撃 し て お り , 年 中 発生 する が 発生 頭数 
は 前 種 よ り 少 な い . 南 モ シッ ヵ を 代表 する チョ ッ で ある . $ の 前 麹 長 は 53,55mm. * は 56mm で 破損 が ひど く 雨 季 
の 生き 残り と 思 2. 

15. Hypolimnas antilope antilope Cramer ヤエヤマ ムラ サキ (Figs. 30-33) 

採集 場所 は 前 記 2 種 と 同じ で , boaina に 次 いで 普通 に 見 られ る . は 発生 頭数 が 少な く Euploea に 混じっ て 生 














































































































































































































































































































































































































































































































Figs. 27-33. Hypolimnas spp., (28, 33) undrside : (27, 28) H. pandarus pandarus Linnaeus, ô; 
(29) ditto @; (30, 31) H. antilope antilope Cramer, 6; (32, 33) ditto ¢. 

Figs. 34, 35. Pantoporia venilia venilia Cramer, (34) 6; (85) 9. 

Figs. 36, 37. Phaedyma amphion amphion Linnaeus, (36)6 ; (37) 9. 

Figs. 38, 39. Polyura pyrrhus pyrrhus Linnaeus, (38) 9; (39) underside. 

Figs. 40, 41. Parthenos sylvia brunnea Staudinger, (40) 9; (41) underside. 
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息 す る . 6 は 地 色 は 福 せ た 茶色 で , 地 色 , 斑紋 に 個体 変化 が 目立つ が , 季節 変異 は 見 られ な い (Figs. 30, 31). 9 
は . 玩 表 の 青 幻 色 は ほとん ど 目 に つか ぬ 程 度 に 減退 し , か つ 前 後 殖 の 基部 か ら 中 央 に か け て 発現 する . COS, 沖縄 , 
AB, ルソン, パラ ッ ン 産 で は , 前 贅 の 中 央 か ら 外 縁 に か け て , 後 不 で は 外縁 に 現れ る の に 対し て , 顕著 な 差異 が 見 
られ る . 後半 亜 外縁 は 表裏 と も ぉ に 幅広 く 黄 褐 色 帯 を も つ . 採 品 は , 島 北 部 東南 海岸 の 貴 林 が 海岸 沿い ヤシ 林 に 続く 地 
AT, climena 群 を 王 と する Euploea が 群 飛 す る 中 に 混 っ て 飛ん で いた も の で ある . $ の 前 麺 長 は 38-45mm, 2 
は 51mm (Figs. 32-33), 

Fruhstorfer (1912) は マラ ヤ , フィ リピ ビン, FA VOI Euploea に 擬態 する が , モル ゥ ッ カ , ニニ ュー ギニア タタ 
イプ の は 自身 の 8 に 似る と し て いる . し か し , アン ボン 産 の Euploea は phaenareta, nemertes, sylvester ま 
で が 幻 色 を 欠い て お り , か つ Climena EX algea に は 後半 亜 外縁 が 白化 する 現象 が 見 られ , アン ボン の antilope 
S は これ に 類似 する の で , AST antilope -> Euploea の 擬態 関係 か ある と 見 な す の が 妥当 で あろ 5. 

16. Pantoporia venilia venilia Linnaeus ミナ ミ フ タス ジ チ ョ ッ (Figs. 34, 35) 

低 山 地 の 疎 林 の 林間 に 普通 で , 島 南 部 に 多い が , 乾季 に は 少な い . 季節 変異 は 特に 見 られ な い . 前 後半 に また が る 
幅広 い 白 帯 は , 8$ は 青色 は 鈍い 青紫 色 に 縁 ど られ る . 6 の 前 移 表 は 27-28mm, \ で は 28-31mm. 

17. Phaedyma amphion amphion Linnaeus モル シッ カフ タス ジ チ ョ ツ ッ (HPN) (Figs. 36-37) 

南 そ ルッカ の 特産 種 で , 生息 場所 は 前 種 と 同じ だ が 発生 頭数 は 少な い . 前 後半 に また が る 斑紋 帯 は 青 緑色 を 帯び る 
が , 雨季 の ゃ は 白色 に 近く な る . 6 OPAL, 幅広 く 光 沢 の ある 銀 灰 色 を 呈す る . 8 の 前 移 長 は 32-37mm, F 
で は 36-38mm, 

18. Polyura pyrrhus pyrrhus Linnaeus ゴウ シュ ウフ タオ チョ ッ (Figs. 38, 39) 

アン ボン 南部 の 低 山 地 で , 樹 上 高く 静止 し て いた 1 で, 乾季 の 採 品 で ある . 発生 頭数 は 少な く は 特に 稀少 と い 
われ る . 前 政長 は 54mm, 開 長 は 91mm, 大 型 で ある . 

19. Parthenos sylvia brunnea Staudinger トラ フタ テハ (Figs. 40, 41) 

採集 場所 は 前 種 と 同じ だ が , 林 縁 に 沿っ て 飛ん で いた 1 * で , 雨季 の 採 品 で ある . ORE Aen SH Bre 
条 斑 は 金 茶色 , 裏面 は 灰 緑色 を 呈す る . AHS, 6 室 の 白 紋 は 特に 大 きく 発達 し , 後 玩 亜 外縁 に な らぶ 斑紋 は , 強 
い ク サビ 形 の マレ ー 系 と 異な り , 鈍い 三日月 形 と な る . AMEE 58mm, 開 長 は 94mm 大 型 で ある . 
























































Summary 


Nymphalidae collected at Ambon Island, Indonesia, are reported from the geological view point 
of topography and climate together with some observations on the seasonal variation of butterflies. 
The following results are obtained from this study: 
1) Precis erigone Cramer and Precis atlites Linnaeus are newly recorded there. 
2) two forms of male Cesothia chrysippe cydippe Linnaeus are described. 
3) original subspecies lisianassa Cramer and immigrant one bolina of Hypolimnas bolina Linnaeus 
is discussed. 


4) mimicry of female Hypolimnas antilope antilope Cramer to Euploea is observed. 
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